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1 はじめに 

近年，Web アプリケーションが注目されている．

そしてそれを拡張し，コンピュータのデスクト

ップ画面そのものを Webブラウザ上で作動させる

という理念に基づいた「Web デスクトップ」と呼

ばれるシステムが登場した．Web デスクトップの

例として Netvibes[1]や AstraNOS[2]がある．し

かし，これらのサービスはプライベート的な利

用方法を想定している．そこで Webの特性を生か

し，Web デスクトップに共有機能を追加した「共

有型 Web デスクトップ“AppTop”」が鈴木ら[3]

により開発された．共有型 Webデスクトップでは

1 つのデスクトップ画面を複数人で利用すること

ができる．これによりグループ活動を支援する

グループウェアとして利用する等，柔軟な利用

方法が可能となる．しかし，AppTop では複数人

が同時に編集を行うと，編集者以外のユーザに

はリアルタイムに変更点が反映されず，反映の

ために各ユーザは手動でリロードしなければな

らないという問題がある．そのため，1 つのデス

クトップを同時に複数人で利用できるシステム

としては十分とは言えない． 

一方，Web におけるリアルタイム性は注目され

ている．要因としては，今までは困難であった

ブラウザとサーバ間でのリアルタイム双方向通

信が WebSocketと呼ばれる技術の登場により可能

になったためである．しかし，共有型 Webデスク

トップに WebSocketを適用した例はまだない． 

そこで本論文では WebSocketを用いてリアルタ

イムに変更点が反映される共有型 Webデスクトッ

プを提案する． 

 

2 WebSocketについて 

WebSocket ではブラウザとサーバ間でコネクシ

ョンが確立されると，切断処理を行うまでコネ

クションが維持されるため，リアルタイムに双

方向通信を行うことができる点が特徴である． 

 

 

 

 

これにより従来の技術では難しかった，サーバ

からブラウザへの任意のタイミングによるデー

タ送信が可能となった．モダンなブラウザであ

れば特別なプラグインなどを導入することなく

利用可能である．本論文ではこの特徴に着目し

てリアルタイム更新の実装に WebSocketを採用し

た．ただし，Webの通信には通常，HTTPプロトコ

ルが利用されるが，WebSocket では専用のプロト

コルが利用されるため，Web サーバとは別途，新

たに WebSocketサーバを設ける必要がある．  

 

3 システム概要 
 共有型 Web デスクトップでは，1 つのデスクト

ップ画面を複数人で利用することができる．つ

まり，図 1で示したように，ユーザ Aとユーザ B

のブラウザには同様のデスクトップ画面が表示

されている．そして，本システムでは WebSocket

を利用することで，このデスクトップ画面上で

片方のユーザが変更を与えた場合に，その変更

点をリアルタイムにもう片方のユーザに送信し，

反映することができる．具体的には，アプリケ

ーションの配置の変更，アプリケーションの追

加・削除，背面のホワイトボードに描画といっ

た作業を行った際に，リアルタイムに変更が反

映される． 

 

 
図 1 両ユーザとも同様のデスクトップ画面 

 

また，2 人に限らず更に多い人数で利用する場

合も同様に作動する．リアルタイムに他のユー

ザによる変更点が反映されるため，デスクトッ

プを同時に利用しているということが直観的に

理解しやすくなると考えられる．ただし，今回

の実装はデスクトップ画面のリアルタイム更新
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であり，デスクトップ内で作動している各アプ

リケーション内で変更が行われた場合のリアル

タイム更新は未実装である．理由としては，ア

プリケーションはメインのシステムと切り離さ

れて作動しており，API を利用してメインシステ

ムと連携しているためである．そのため今後，

API にリアルタイム通信のための機能を追加し，

それを利用してアプリケーションを改良してい

くことで対応する予定である． 

 

4 システム実装 
4.1 WebサーバとWebSocketサーバの共存 

 本システムでは Web サーバ，WebSocket サーバ

および DBサーバから構成されている(図 2)．Web

サーバは静的コンテンツを提供しているだけで

なく，PHP を用いたシステムが作動しており，リ

アルタイムで更新する必要のない変更点に関す

る情報はこちらに送られ，DB に保存される．一

方，リアルタイムに変更点を相手に反映させる

必要のある情報は WebSocketサーバに送られる．

ただし，この変更点を恒久的なものにするため，

および Webサーバとの整合性を保つために，他の

ユーザに変更点を伝搬させた後，DB に保存する．

なお，予めリアルタイムの必要性を考慮してど

ちらのサーバへ変更点情報を送るかを指定して

あるため，同時に 2 台のサーバから DB への書き

込みが発生してもデータの競合は発生しない．  

 

 
図 2 システム構成 

 

4.2 コネクションの管理 

WebSocket を利用するにあたって，Socket.IO

と呼ばれるライブラリを使用し，クライアント

は JavaScript，サーバはNode.jsを利用して構築

した．そして，デスクトップの変更に関する情

報がブラウザから WebSocketサーバに送られると，

他のユーザにその情報が一斉に送信される．し

かし，ユーザ A・B・C間で共有しているデスクト

ップと，ユーザ D・E 間で共有しているデスクト

ップが存在する場合，この方法では A・B・Cで共

有しているデスクトップにおける変更内容が，

関係のない D・E にも送られてしまう．そのため，

本システムでは WebSocketサーバ内でデスクトッ

プごとにグループを作成し，コネクションをグ

ループ単位で管理することで，関係のない更新

情報を送信しないようにした(図 3)．これにより

トラフィック量も抑えることができる． 

 

 
図 3 コネクションはグループ単位で管理 

 

5 おわりに 

 本論文では WebSocketを実装することでリアル

タイム更新を可能にした共有型 Webデスクトップ

を提案した．リアルタイムを実装していない共

有型 Webデスクトップ「AppTop」では，「同時に

編集をした際に変更点が反映されず使いづらい」

「相手の更新を反映させるためにリロードする

のは手間」といったコメントが多くあったが，

WebSocket によるリアルタイム更新を実装するこ

とで，その問題点は解決できたと考えられる．

また，リアルタイム化したことで，デスクトッ

プを複数人で同時に共有しているといった概念

を理解しやすくなり，更に活用することができ

ると考えられる．このように共有型 Webデスクト

ップをリアルタイム化した際の有用性は十分に

ある．ただし，本システムでは複数人で同時に

編集を行った際の排他制御を実装していない．

そのため，2 人が同時にウインドウ内で特定のア

プリケーションを移動させた場合などに，ユー

ザ間で操作の取り合いになってしまう．そのた

め排他制御を実装するほうが望ましいと考えら

れるが，排他制御を強くしすぎてしまうと，同

時に 1つのデスクトップを編集することができる

というメリットが失われてしまうため，どのよ

うに制御するのかは慎重に検討する必要がある．

今後は排他制御の検討および，アプリケーショ

ンがリアルタイム通信を行うための APIの整備を

行っていく． 
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